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＋ 

会長挨拶    ● 会長 杉山真一 ● 

 

今月のロータリー特別月間は「母子の健康月間」です。

当初、2014年10月のRI理事会では4月の重点分野を 

「母子の健康月間」としていましたが、2022年10月の

RI理事会で4月から7月への移動が決定されました。 

 

 毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で推定590

万人。その原因は、栄養失調、適切な医療や衛生設備の

欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。予防可

能な原因で母と子どもが命を落とすことなどあってはな

らないと、私たちロータリー会員は考えます。すべての

母子が質の高い医療を受けられるよう、そして、出産で

命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成長

できるように、私たちは支援活動を行っています。 

ロータリーでは、こんな活動をしています。 

教育、予防接種、出産キット、移動クリニックなど、

ありとあらゆる方法で母子の健康を推進しています。ま

た、女性を対象に、HIV母子感染の予防、母乳による授

乳、病気の予防に関する教育も行っています。 

 

1 幼い命を救う医療支援 

日本とブラジルのクラブがロータリーの補助金を利用し

て、新生児の命を救う機器を病院に提供しました。 

2 安全な出産 

清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保健

従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出産できるよう

支援しています。 

3 清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保

健従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出産できるよ

う支援しています。 

4 １歳を迎えられるように母乳に関する母親への指導、

予防接種と定期健診の推進、防虫加工の蚊帳（かや）の

配布など、赤ちゃんを守るための支援をしています。 

現状日本は長寿国となっているわけですが、長寿国にな

っている要因には今お話ししたような事例の母子の健康

の為に必要な環境が整っている事も要因だと思われ世界

観として考えるとは紛争当事国や発展途上国では、妊婦

・乳幼児の死亡率が高いことが現実です。 

 

私たち、ロータリーが奉仕という一面で少しでも力に

なれるよう心掛けていくことを呼びかけさせていただき

本日の会長挨拶とさせて頂きます。 
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2025～2026 年度・クラブテーマ 

「手を取り合い行動しよう」  

会 長 杉山 真一 /  幹  事 冨岡 由樹 

第 1543 回   第 35 巻 02 号 2025 年 7 月 10 日 
 

■■ 本日のプログラム ■■ 

クラブ協議会 前年度活動報告 
 

■７月のプログラム■ 

1545回12:30 

07月24日(木) 

ガバナー補佐期首訪問 

芹澤 豊 ガバナー補佐 ｱｸｱｶﾞｰﾃﾞﾝ迎賓館 

■８月のプログラム■ 

1546回 18:30 

08月07日(木) 

納涼家族例会 クラブ管理運営委員会 

三島プラザホテル 

08月14日(木) 祝日週休会 

1547回 12:30 

08月21日(木) 

クラブフォーラム① クラブ管理運営委員会 

理事会③      ｱｸｱｶﾞｰﾃﾞﾝ迎賓館 

1548回 12:30 

08月28日(木) 

クラブフォーラム② 会員維持増強委員会 

ｱｸｱｶﾞｰﾃﾞﾝ迎賓館 

 

 

 

 

例 会 場  〒410-0046 沼津市米山町3-37 

       アクアガーデン迎賓館沼津 

     TEL 055-920-5200 

事 務 局   久松会計事務所内 

            TEL 055-961-2050  FAX 055-961-2600 

E-mail : numawestrc@gmail.com 

例 会 日   毎週木曜日12：30点鐘 

公共イメージ向上委員長 山本宜司 / 編集者宮島賢次  
 

出席報告 会員数20 名 

例 会 会員数 出席数 出席率 

1543回 18名 16名 88.88 % 

 



2 

 

●欠席者( 2 名) 

久松 但、渡邉勝也 

 

●他クラブへの出席者 

杉山真一、冨岡由樹 (7/1 沼津北RC) 

下田朗弘 (7/5 IAC連絡協議会) 

植松 正 (7/8 沼津北RC) 

 

●スマイル報告 

1.杉山真一：誕生日のお祝いありがとうございます。 

2.杉山真一、3.土屋昌之、4.山本宜司：入会記念日のお祝

いありがとうございます。 

5.鈴木和憲：最多出席表彰、ありがとうございます。 

6.杉山真一、7.宮島賢次、8.植松 正、9.山本宜司、 

10.山田和典、11.下田朗弘：出席表彰ありがとうございま

す。 

12.重光 純、13.小野洋子：所用につき早退させていただ

きます。 

 

幹 事 報 告 

 

1.他クラブの例会変更 

①沼津RC 7/25(金) 休会 MU：無し 

②富士山吉原RC 7/24(木) 休会 MU：無し 

③沼津北RC 7/22(火) 祝日週休会 MU：11:30-12:30 

(沼津リバーサイドホテル) 

            7/29(火) 夜間例会MU：11:30-12:30 

(沼津リバーサイドホテル) 

④沼津柿田川RC 7/16(水) 休会 MU：無し 

                7/23(水) 夜間例会 MU：無し 

                7/30(水) 5週目の為例会無しMU：無し 

 

2.報告・連絡事項 

①次週は、7/19(土)に例会日変更で、伊豆長岡天坊にて

18:30より、前年度会長・幹事慰労会です 

②8/7(木)18:30より三島プラザホテルにて、納涼例会の出

欠席をご記入ください。 

③会費の納入を今月末までにお願いいたします。 

 

臨時理事会報告 

 

協議事項 

1.会員候補者の新規入会の件について 

 本人と面談済み。会員に対して入会許諾の照会を行う。 

2.8/7（木）納涼家族例会の予算について 山田委員長 

(ビンゴ大会景品代の計上)  → 承認。 

3.2クラブ合同例会2/25日程調整について 杉山会長 

（沼津柿田川RCからの申し出）          

当初、沼津西RCホストだったところ、例会場の都合に

より沼津柿田川RCとホスト入れ替えしてもらったが、

2/25が沼津柿田川RCの参加人数が少ないため、キャン

セルとなり、ホストクラブを沼津西RCに戻したうえ、

2/26(木)を軸に当クラブで会場選定を行う。 

     

ク ラ ブ 協 議 会  

 

前年度活動報告 

鈴木前年度会長が議長を務め、

2024～2025年度事業報告、会計

報告が行われた。 

最初に会員増強維持・拡大委員

会の重光委員長から説明があり、

２回ほど友人同伴例会を開催した

が、２回目はゲストがなく会員増強につながらなかっ

た旨報告があった。 

続いてクラブ管理委員会の杉山委員長から説明があ

り、今回初めて日帰りバス旅行を実施し、家族同伴と

いうこともあり楽しく行えた旨報告があった。また、

親睦関係は合同例会も含め８回、外部卓話は４回であ

った。 

次に、公共イメージ向上・ICT委員会の名古委員長

から説明があり、毎週の週報の作成を期限内に行えた

こと、サッカー大会の新聞掲載、ホームページの管理

等について報告があった。 

続いて奉仕プロジェクト委員会の下田委員長から説

明があり、ポリオ募金をサッカー大会の時に加藤学園

IACともに実施し、サッカー大会も多くの父兄の方々

の観戦を得て盛会に行われたことが報告された。また

10/20には第２グループ奉仕活動に会長・幹事等が参

加したこと、IACの活動支援について年次大会及び指

導者講習会に山田会員らが参加した旨報告があった。 

ロータリー財団委員会について、宮島委員長から説

明があり、財団への寄付は予算通り実施できたこと、

また米山記念奨学会についても地区目標に従い実施し

た旨報告があった。米山梅吉記念館については、例会

への参加、賛助会員寄付も実施した旨報告があった。 

SAAについて、植松副SAAから例会の進め方につ

いて説明があった。席順については５・６月を除きく

じ引きで実施したこと、御代りのコーヒー・紅茶を置

いたことなど報告があった。 

最後に会計について、下原会員から説明があった。 

以上について、特に質問等はなく終了した。


